
アニマルレイキとは	  
（社）アニマルレイキ協会   代表理事   福井利恵	  

	  
	  
アニマルレイキとは、⽇日本発祥の⼿手当治療である「靈氣」を動物⽤用に特化し、研究した
ものである。「靈氣」は、⾃自然のエネルギーを使った治療法で、誰にでも習得可能であ
る。あらゆる病気、精神的な状態にも効果がある。	  
	  
【⼀一般社団法⼈人   アニマルレイキ協会】	  
設⽴立は２０１５年１⽉月２３⽇日、獣医師である福井利恵が代表理事を務める。当法⼈人は、
アニマルレイキの教育、普及によりどうぶつの飼い主への⽣生命への意識を⾼高め、幸せな
家庭を増やすことにより、真に⼈人と動物の共⽣生をはかり、命を⼤大切にする社会、地球の
調和を実現することを⽬目的とし、次の事業を⾏行う。	  
	  
•   (1)	  アニマルレイキセミナーの開催	  
•   (2)	  アニマルレイキの概念普及	  
•   (3)	  命の⼤大切さを伝える教育・セミナーの開催	  
•   (4)	  ⼈人と動物の関係に関する研究	  
•   (5)	  地球環境に関する研究	  
•   (6)	  アニマルレイキセミナーを⾏行う教師の育成とサポート	  
•   (7)	  命を⼤大切にすることを趣旨としたイベント開催	  
•   (8)	  アニマルレイキと獣医学の関連の研究	  
•   (9)	  海外のアニマルレイキ協会（ＳＡＲＡとの）情報交換	  
•   (10)	  その他，当法⼈人の⽬目的を達成するために必要な事業	  

	  
【アニマルレイキ®セミナーの開催】	  
Animal	  Lovers	  Alchemy   （あにれば）	  
アニマルレイキセミナー（３ヶ⽉月コース）を 1年⽬目から開催している。初回受講⽣生８
名、ひとのレイキ、動物のレイキをすることによって、「つながる」ということを知っ
てもらう。	  



	  
	  
	  
【他団体との連携】	  
本協会は、Shelter	  of	  Animal	  Reiki	  Associationとの連携をしている。	  
まだ⽇日本では、動物愛護の活動は始まったばかりである。	  
アニマルレイキ協会は、SARAに所属している。実際のしっかり活動は、２年後からを
計画している。祈りや、⽣生徒各⾃自の活動はすでに始めている	  
	  
	  
【動物のための瞑想会】	  
動物のために瞑想する時間を、⽉月に⼀一度とっている。これは、世界で⼀一⻫斉に⾏行うグロー
バルメディテーションで、時差を考えて、１５：００〜～１５：３０と２２：００〜～２
２：３０の 1⽇日に２回⾏行っている。	  
	  
さて、ここからアニマルレイキについての説明を簡単にしていこうと思う。	  
実際の効果は、他記事の体験談によって確認されたい。	  
	  
【アニマルレイキ・ヒーリングの効果】	  
アニマルレイキ・ヒーリングをすることによって、⼈人と動物の絆を深め、両者が健康に
なる。病気を癒し、メンタルの問題も癒し、魂も癒すことができる。この世の氣の滞り
をとってくれる。そうすると、⾃自分らしく⽣生きることができる。動物にしあわせ   にな
ってほしいという愛の気持ちが、動物に伝わり、動物が幸せになり、家族が幸せにな



り、それが世界へ広がっていく。アニマルレイキは、動物だけでなく、万物に使え、地
球を癒すことができる。また、「異種」すなわち⼈人間以外の動物とつながることによっ
て、それ⾃自体が、地球を癒すことになる。どんどんレイキを続けて深めていくことで、
気づきが起こり、新しい⼈人⽣生の展開が起こり、素敵な出会いやシンクロニシティを体験
をしている⼈人がたくさんいる。	  
	  
そして、未病の段階で調⼦子の悪い部分が⼿手に感知できるので、動物医療の新しい予防コ
ンセプトとしてはもちろん、治療にも⼗十分使える。動物医療現場では、⼗十分治療として
応⽤用可能なので、今後広まっていくと確信している。	  
	  
	  
レイキとは	  
•   ⼤大正時代に発⾒見された⼿手当療法。	  
•   霊授、アチューンメントを受けると使えるようになるしくみ	  
•   戦前にハワイへ伝えられ、その後世界へ。６００万⼈人以上が実践	  
•   １９８０年代に⽇日本へ逆輸⼊入	  
•   アニマルレイキは２００８年にアメリカで普及はじまる	  

	  
レイキの精神性	  
「五戒」	  
今⽇日だけは   怒るな   ⼼心配すな   感謝して   業を励め   ⼈人に親切に	  
	  
	  
アニマルレイキとは	  
•   ⽇日本の伝統治療法「靈氣」を動物⽤用にアレンジしたもの	  
•   敏感なペットが求める優しく細かい波動	  
•   動物の調⼦子が悪いところがわかり、病気になる以前（未病）の段階で家庭で治療
ができる	  

•   良いことが起こりやすくなる	  
•   飼い主とペットが同時に癒される	  
•   ペットと飼い主の新しいコミュニケーションの形	  

	  
	  
アニマルレイキのペットへの効果	  

•   リラックス	  
•   治癒効果	  
•   メンタルに効く	  
•   ペットとの信頼関係が⾼高まる	  



•   飼い主と話ができるようになる	  
•   しつけに有効	  
•   他の動物とのコミュニケーション向上に	  

	  
【最後に】	  
⼿手当ては⾼高僧や偉い⼈人だけができるもの、という誤解があり、また⽬目に⾒見えないものを
信じない⾵風習が特に戦後の⽇日本⼈人にはあるようだ。⼈人間の「レイキ」が⽇日本発祥にもか
かわらず、いまいち普及していないのは、そういった科学主義⼀一辺倒な教育を受けてき
たためである。だが、動物に関しては、信じるも信じないも、アニマルレイキをしたと
たんに動物の態度や健康状態に即効性があり、関係が急変するのは、⾔言葉を持たない動
物にとってもアニマルレイキが「ある」と感じられるからに他ならないと思う。そし
て、治療効果が⾼高いアニマルレイキは、動物病院や畜産現場での筆者の体験でも相当の
効果を⽰示す。それも何も道具を使わずに、⼿手があればできるのだ。⾺馬の点滴は、アニマ
ルレイキがあればいらず、疝痛の痛み⽌止めも、⼿手をお腹に当てるだけで治る。椎間板ヘ
ルニアでさえも、治る⽝犬もいる。本冊⼦子に書かれた体験談をみて、その効果を知ってい
ただくことができるであろう。そして、愛のエネルギーの⾏行為である「アニマルレイ
キ」を⼈人々が家庭や治療現場で使う世界がもうそこまで来ているのだ。	  
	  
	  
	  
	  


